
(学年）第１学年，(教科・科目）数学・数学Ⅰ                     協働学習   
 

(単元）図形と計量 

 

(本時のねらい) 

 三角形の角の二等分線の長さを求める際に，面積公式や正弦定理，余弦定理など三

角比におけるさまざまな公式を用いて異なったアプローチをすることにより，図形

を多面的にとらえることの面白さを実感させる。 

 

（ICT 活用方法） 

 4 人１グループの班を１０班編成し，１班に１台ずつ生徒用 Windows タブレットパソコ

ンを使用させる。３つの解法を班ごとに分担し，４人で相談し合いながら答案を作成する。

その際に，「MetaMoJi ClassRoom」というソフトウェアを用いて，タブレットに答案を作

成させる。タブレット上に作成される答案はすべての班のものが前のスクリーンに映し出

されるため，生徒は他の班のものをリアルタイムで確認することができ，自分の班以外の

考え方をクラス内で共有し，再度班の中で議論することで思考を深めることができる。す

べての班の答案が完成したところでクラス全員で確認し，自分たちの班と異なる解法につ

いても知るとともに，答案作成の仕方についても指導を行う。そうすることにより，生徒

自身が主体的かつ対話的な活動を通して深い学びを行うことができると考える。  
 

(本時の展開) 

時間 学習活動 指導事項 ＩＣＴ活用方法 備考 

導入 

５分 

本時の内容を

確認する。 

本時の目的や

活動内容を説

明する。 

  

展開 

４０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 班 4

人で編

成し，

A,C の

解法を

3 つの

班,B

の解法

を 4 つ

の班が

受け持

つ。 



 

上の問題を,

各班 A,B,C く

んいずれの解

法で解くかを

決め,班内で

解く。 

 

答えまで行き

着いた班は,

タブレットに

答案を作成す

る。 

 

 

 

代表で選ばれ

た班は，作成

した答案を元

に発表する。 

自分の解法以

外の解法につ

いても発表を

聞き,理解を

深める。 

 

個人用のプリ

ントも配布

し，一人ひと

りが取り組む

よう促す。 

 

 

答案は丁寧に

作るように指

導し，美しい

答案を作成で

きた班を代表

で発表させ

る。 

 

最も美しい答

案を作成した

班を発表し，

答案作成のポ

イントなどを

説明する。 

 

スクリーンにすべてのアプロ

ーチを映し,３つの解法がある

ことを示す。 

 

 

 

 

答案の作成過程を全班スクリ

ーンに映し，他班の答案を見

ながら班内で議論し，より美

しい答案作りを意識させる。 

 

 

 

 

代表に選んだ答案を，前方の

スクリーンと生徒用タブレッ

トの両方に映し出し，その答

案を実際に見ながら答案作成

のポイントを確認させる。 

まとめ 

５分 

三角比におけ

るさまざまな

定理や公式を

用いること

で,1 つの問

題についても

いろいろな解

法があること

を知る。 

いろいろな解

法を用いるこ

とで定理や公

式についての

理解を深める

とともに,視野

を広げること

にもつながる

ということを

認識させる。 

  

 

 

 

 

 



(授業の様子)   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクリーンと生徒の各タブレッ

トに問題と 3 つのアプローチを

映し，それぞれのアプローチの

仕方を確認させた。  

生徒各自に配布したワークシー

トで互いに相談しながら解法を

考え，タブレット上に答案とし

て清書した。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(生徒の反応と課題，改善を要する点) 

 友人と相談しながら演習に取り組むことで，多くの生徒がいつも以上に意欲的に問題演

習に取り組めていた。また，丁寧な答案作りも友人と相談したり，他の班のものを参考に

したりしながら取り組むことで，普段よりも強く意識しながら作成することができていた。

授業後生徒から，積極的に取り組めた，今後もこのようなグループ活動をしたいといった

趣旨の意見も多く聞くことができた。また，「自分たちと違った解法を知ることがとても

勉強になった。」という意見もあったが，後日行った類題の問題演習では，面積を利用す

る解法がスピーディかつ簡単であるにもかかわらず，その他の解法で解いた班の生徒はそ

のまま他の解法で取り組んでいたので，やはり実際にその解法を用いて自分で解かなけれ

ば定着しないと感じた。また，より「深い学び」とするためには，問題選びや発問などに

更なる工夫が必要であると感じ，今後の課題として考えていきたい。 

各班の答案作成状況をリアルタ

イムで確認できるので，それも

確認しながら答案を作成してい

た。  

生徒が作成した答案。答案を元

に，代表者が発表し，説明し

た。  


